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「図 書 館 機 械 化 第 一一次 案 」 に.つい て,
橋 本 和 美
は'じ め に.
近年 におけ る学術 情報の著 レい膨 張 と情報 処理技術 の長足の進歩に と もな い,図 書館業務 の在 り
方 に も,大 きな変化 の波 が押寄 せて きてい るよ うであ る。 そ して,こ の大波 を乗 り越 えるための多
くの努 力が こ こ十数年来,各方面でな されて きた 。た とえば,MARC(MAchineReadableCatalo9)
の研 究や利用 は,す でに広 い範 囲で行 なわ れてお り,図 書館関係者 だけではな く,研 究者 の あい だ
で も,上 記 の よ うな注釈 は殆 ん ど不 要な ほ どであ る。 また,国 家的 レベルで も,学 術審議会 の答 申
を うけて,.「学術情報 セ ンター」 の全 国的 ネ ッ トワークに よるサー ビスが実現 しようとしてい る。
しか し,他 方 では図書館機械化 へ向 っての道程 に立 ちはだか ってい る難 問 も決 して少 な くない。
た とえば,JAPAN-MARCの 頒 布 が開始 されたが,デ ー タ入 手 の時期(タ イム ・ラグ),フ ォー
マ ッ トな どに問題 が あるた め,そ れ を効 果的 に活用 で きない。学術情報 ネ ッ トワー クが まだ実現 し
ていない現 在にお いては,MARCの 利用 の成 否 力機 械化 の効 果 を大 き く左 右 する・
また,近 年 漢;字処理の技術 が進歩 してい るが,そ れを和 書 に関 する各業務 に どの よ うに取 り込 む
か も,機 械 化 に とっては大 きな問題 であ る。
さ らに,図=書館 の機械化 システムの一つ の特徴 は,ResourceS坤ringとい う考 えが基礎 にな っ
てい るこ とで あ って,こ れ が企業 の情 報 システムな どとは根本的 に異 な る点 であ る。 この考 えは,
書誌 デー タな どを図 書館 のあいだで協 力 してMachineReadableの形 に して,そ れ を相 互 に利 用
しあ うとい うことであ るか ら,機 械化 にあた って,分 類規則,分 類表底本,フ ォー マ ッ トな どの標
準化 が前提 とな る。従来 は各図書館 がNCR,NDCな どに準拠 しなが ら も,多 かれ少 なかれ各館
独 自の規則 に した が って整理が行 なわれて きた。 したが ってMARCを 有効 に活用 しよ うとすれば,
これ ら規則 の変更 を余儀 な くされ るわけであ るが,.図書館 の歴 史が古けれ ば古 いほ ど,こ れ らの変
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更 か ら,機 械化前 の旧蔵書 とのかかわ りでい ろい ろな問題 が派生 して くる。
その他多 くの困難 が存在 す るが,学 術 情報 が ます ます多量 かつ 多様化 してい る現 在,図 書館利 用
者 の各種 の要 望 に充分応 えるた めには,図 書館業務 の機 械化 が不 可避 であ る ことは間違 いない。
本学 では,現 在100周年記 念事業 の一一ilRとして記 念図書館 の建設 が進 め られ てい るが,こ れ を機
会姻 書鱗 務の機越化に取馳 べく・牌(1982)隷鴎 鱗 械化封建醗 員会が設置され・咽
書館 業務機械 化総 合計 画」 立案 の作 業 が進 め られ て きた。 そ'して,そ の一 次案 が 「討議 資料」 とし
て提 出 され たので,以 下 でその概 要 を説 明す る。
機 械 化 の 主 要 目 的
1)図 書 ・雑誌 等学術資料 の一 元的把握 とその有 効適切 な運 用.
現 在,本 学 の保 有 する学術 資料 は,駿 河 台地区 にあ る図書館 中央本館,大 学院分館 お よび和泉分
館,生 甲分館 に分 け て置 かれてい るほか,科 学技術,社 会科学,人 文科学 の各研究所 お よび7学 部
1短大 ㊧それぞれ1こ所属 す る資料室 に.も相 当数 の資料 が置かれて いるpこ の うち,分 館 を含 む図書
、鮪 浮管括 す る資料 については・受入・ 整理業務 が一 元化 されてお り,そ の資料 の書誌 ・所在 をつ き
ζゆる ことがで きる よ うにな っている。だ が・それが で きるの は,図 書館 の係 員で あ って,利 用者
が で きるわけでは ない。各分館 には・ それ ぞれ その分館 の所蔵 す る資料 について・の 目録 カー ドが提
供 されてい るにす ぎないの で・た とえば,和 泉 分館 で中央本館 にあ る資料 を利 用・者が直接検索 す る
ζ,と嫉不可能 であ る。.
また,選 書発注 の業務 は本館 お よび分館 がそれ ぞれ行 な ってい るが,分 館 では重複等 を充分効 率
よ く調査 で きるよ うな手立 てがないた めに,不 要 な重複 資料 の購 入 が行 なわ れてい ると推定 され る。
研 究所,資 料 室な どの資料 につい ては,予 算主管 が異 な る,・専門職 が不在 であ る等の理 由か ら,
整理 ・配架 が必 ず し も組織的 に行な われて い るわけでは ない。 そのために,す べての資料 につい て
の検索 手段 が整備 されてい るとはい えない 。 また,図 書館,研 究所,.資料 室相 互間 の連絡 が充分 に
保 たれて いないのが実状 であ る。
利層者 に と?て さ らに不幸 な ことは,図 書館 の どの分 館 において も書架 が絶 対的 に不 足 してい る
たや に・図書館 の蔵書 が各研 究室な どに分 置 されてい る ことであ る。そのた めに,利 用者 が 目録 カ
ー ドか ら所在 をつ き'とめた と して も,そ の資料 を入 手 す るの に時 間 がかか った り,極 端な場合 には,
入 手 できない とい う事態 も生 ず る。 ・
少 な く.とも大学 が保有 す るすべての学 術資料に ついて,ど の地 区にあ る利用 者 も,'平等 かつ容易
に利 用 する機会 を与 え られ る状 態 が理想 であ る。'・-・1
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そのために,二 次情報(一一次情報の取得,利 用 を容 易にす るために,こ れ を集約 した 目録,索 引,
抄録 な ど)の 処理 を一元化,機 械化 することに よ り,理 想 に大 き く一 歩近 づける ととが,機 械化 の
第1の 目的 であ る。
2)MARCの 利用による,資料の選択 ・発注からサービス提供までに要する時間の短縮
図書館 業務の流れは,一 般 に選書→発注→受入→ 整理→ 閲覧 と定式化 され るが,選 書 ・発 注業務
におけ る図書購入伝票 の発行,受 入業務 での図書原簿(台 帳)へ の記入,整 理業務 におけ る分類 ・
目録 カー ド作成,整 理 ・閲覧業務 における目録 カー ドの排列な ど,そ れ ぞれが手作業 で行 なわれ て
い る現在,相 当量の マ ンパ ワー を必要 とする。 これ らの作 業 を限 られた人員 で消化 しよ うとす れば,
労働時間 の延長 か,労 働の強化 かあ るいは未整理資料 の滞貨増 にな ることは明 らかであ る。
労働時間 の延 長,労 働の強度 にはおの ずと限度 があ るか ら,多 量 の未整理 資料 が常に存在 する結
果 となる。 この'ことは,利 用者 に とっては,大 変 に不都合 な こと,であ って,・図 書購入 依頼 の手続 を
してか ら目的 の資料が利 用者 の手に渡 るまでに,場 合 に よっては数 カ月 を要 す るこ ともある。 と く
に見計 らい図 書な どの場 合 には,現 物 き一度手 に しなが ら,整 理 そo他 の手続 きのた めに長時間待
た され るわけであ るか ら,利 用者側 に図書館 に対 す る一般的不信感 が生 じた と して も,別 に不思議
ではない。 この よ うな人々 は,他 大学な ど他機関 の図 書館 を利用 す ることが多 くな り,白 飴 の利用
率 をいち じるしく低下 させる結果 に もな っている。毎年,巨 額 の図 書予算お よび人件 費 を もって大
量 の学術資料 を集収 し,そ れに各種 の作 業 をほ どこして も,そ れ らが実際 に利用 されな いので は,
浪費 であ り,無 意味 である。保存 を日的 とす る図書館 があ って もよいが,大 学図書館 の主要 目的 が,
教育研 究のために資料 を提供 することであ るとすれば,利 用 されない図 書館 では,そ の機能 が果 た
されてい る とは云い難 い。
だが,こ こでは図書館員 が怠 慢だな どと云 っているのではない し,ま た,職 員 の増員 を問題 に し
てい るわけで もない。た とえば,図 書館の業務処理 に要 す る費用 が,図 書資料 の購入 費 を上 回 ると
云われてい る今 日・伐 りに増員 をはか った として も・業務機構 が現在ρ ままであ れば・ そρ比 をさ
らに悪化 させ るだけで,事 態 はほ とん ど改善 されないで あろ う。
と くに整理 におけ る分類 お よび 目録作成 の作業 には長時 間 を要 す る。 した が って,目 録作業 にい
か に外部MARCを 取込 む ことがで きるか とい う問題 は,図 書館 業務 の総合的機械 化 の成否 を決定
す る一つの重要な要素 である。そのことは・今 日多 くの図書館 が進めてい る機 械化 の計 画や研究 が
MARC利 用の方法 に関す る ものであることか らも理解 できる。
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3)利 用者に対するサービスの向上
利用者 の多様 な要求 に対 して図書館 が応 えるためには,学 術 資料 をたんに整理保管 するだ けでは
充分 ではない。 白飴 の蔵書 にい ろいろな角度 か らア クセ スで きるよ うな措置 が必要 であ る。 また,
今 日ではMARCを は じめ として,各 種 のデー タベー スによる情報 の提供 が行 なわれてい るので.あ
るか ら,そ れ らに充分対処 しうる体制 を ととの えることが重要 で ある。
機械化計画奉の説明
この計 画案 ではダ図 書館 のほぼすべ ての業務 を トー タルに機械 化 す ることを考 えているが,業 務
の性格 な どに よ り,次 の4つ の システ ム,す なわち,収 書,整 理,閲 覧,雑 誌 の各 システムに分け
て説 明す る。各 システムは,さ らにそれぞれい くつか の業務プ ログ ラムか らな り,中 央本館 お よび
各分館 は業務 の必要 に応 じて,そ れぞれの部署 に設置 された端末機 よ り・それ らの業務 プ ログ ラム
を起 動 して作業 を行 な う6以 下 に各 システムの概要 を説 明す る。
A.収 書 シ ス テ ム
ここでは,選 書,発 注,予 算管理,受 入 の各業務 が処理 されるが,こ れ らの うち,ゴ受入業務 は中
'央本館 が一元的 に行 な うカ1,そ の他 の業 務は,各 分館 の端末機 を通 じてオ ンライ ンで行なわれ る。
選書 ・購入申請
研 究用図書 については,教 員 が選 書 して購入 申請書 に必要事項 を記入 し,(各 学部 の図 書委員 の
承認 を得 て)そ れ を各分館 窓口に提 出す る。
学習用図 書につ いては,各 地 区の選書委員会 が選 書す る。一般利用者 は,購 入 希望図書 がある場
合,購 入 申請 書 を選書委員会へ提 出す る。
なほ和書 につい ては,選 書 する際 に 月販 あ るいは図書流通 セ ンター(TRC)の 週間 速報 な どを
利用 する ことに よ り,そ の業者 よ り当該 書誌デー タをMachineReadableな形(業 者MARCと
呼 ぶ)で 入手 す ることがで きる。 この場合 には,週 刊速報記載 の詩名 コー ドのほ か,予 算区分 コー
ド,購入 申請者,そ の所属,部 数:・冊数,書 店 コー ド,開架 開架 の指示 な どの事項 を記入 した選書
報告 リス トを選 書委員会 が作成 する。
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重 複調 査
各分館 の窓 口では,提 出 された購入 申請 書 に もとずき,重 複調査,予 算 照合,発 注 手続 の一連 の
作 業 をそれ ぞれの端末機 よ りオ ンラインで行な う。
重複調査 では,購 入 申請 書か ら著編 者名,書 名,叢 書名,巻 次,版 次,出 版者,拙 版年な ど図書
を特 定す るに必要 な事項 お よび重複:購入 の可否 を入 力する。 な ほ,JP-No.ISBN,LC一一No・が
判 明 してい る場 合は,そ の番 号 を入 力す るだけで よい。 重複 していれば,CRTに その 旨(所 蔵 し
てい る場合 は請 求記号,発 注済 の場合は発注番号,整 理 巾の場 合は登録番 号)が 表示 され るので,
それ を購入 申請 書 に記入 し,申 請 者 に返送 し,そ の件 についての発注作 業は一時保留 す る。
購入 申請番号 をkeyと して,入 力された項 目を発注 ファイルに記録 し,書 誌 フ ァイル,ロ ー カ
ル フ ァイル,発 注 フ ァイル,受 入 フ ァイルを調査 す る。重複 した ものについて も申請 者(研 究用図
書)あ るいは選 書委員会(学 習用 図書)よ り申請取消 の申出が あ るまで発注 フ ァイルの レコー ドは
消 去 しない。
なほ,和 書については,カ ナ入 力 とな るが,漢 字 ワー ド・プ ロセ ッサー機能 お よびカナ漢字変換
の辞 書を もたせ るこ とに より,漢 字変換 も可能 であ るが,作 業量な どとの関連 もあ り,さ らに調 査
検討 をしてい る。
予 算 照 合
重複調査 にひ き続 いて,購 入 申請 書 よ り予算 区分 コー ド,定価 を入 力 して予算 チ ェックを行 な う。
予算超過 した場 合には,CRTに その 旨(予 算額,実 行額,超 過額)が 表示 され るの で,こ れを購
入 申請書 に記入 して返送 し,こ の件 につい てのその後 の発注作業 を一時保 留 する・
ここでは 予算管理 フ ァイル を調査 し,超 過 してい ない ものについては,予 算引 当処琿 をする と同
時 に発注 フ ァイルに予算 区分 コー ド,定価 を記録 す る。
発注 手続
重複調査,'予算照合 を経 て購 入決定 した ものについ ては,さ らに部数 ・冊数,購 入 申請者名,そ
の所属,書 店 コー ド,開 架閉架 の指示 を入 力 し,発 注手続 が終 る。
上記入 力事項 が発注 フ ァイルに記録 され る。
74一 経L営 論 一 集 一,
業者MARCを 利用する場合(和書)
選書報告ijスト記載事項(詩 名 コー ドほか前 掲発注手続 の6項 目)を 入 力 して,そ れ を待 ち フ ァ
イル に記録 する。他方 で,選 択 した図 書の詩 名 コー ドを業者 に知 らせ,MARCテ ープ の作成 を依
頼 す る。
依頼 した藍ARCテ ープ が業者 か ら届 け られた ら,そ のテープ と待 ちフ ァイルか ら必要事項 を発
注 フ ナイルに記録 す る。 そののち,重 複調査,予 算 照合,発 注 手続等 の処理 を一括 して行な う。
注文書発行
重複調査などが済んで購入決定したものを1日分まとめて,注文書と納品書を印刷する。注文笥
納品書は1件1葉 の伝票を用い,・注文に必要な雲項のほか発注番号が付される。これらを書店別に
分類 して渡 す。
注文書印刷 と同時 に発注 フ ァイルに発注番 号が記録 さ れ る。 発注番 号は… 受入処理 の際 のkey
とな る。
予 算 修 正
予算管理上で何 らか の修正 が必要 にな った とぎ,た とえば,予 駆 分 コー ド,.追加額 振 替額 な
どを随時入 力 して,予 算管理 フ ァイル項 目の修正 を行な う。予算 修正は,予 算管理者 のみ が行 な う
ことがで きる。
予算残高表の作成
月末に予算ファイルより一括処理で予算残高表を印刷し,各子算主管者に通知する。
受 入
書店より図書が納入されたら,納品書の発注番号を端末機より入力穿ると,検:収作業に必要な事
項 が発注 フ ァイル よ りCRTに 表示 され る。濡文通 りの図 書であ る ことが確認 された ら,そ の図書
に付 され る登録番 号が表示 され るので,登 録番 号ゐバー コー ド・ラベル を作成 して貼付 す る。 さ ら
に図書 に蔵書印 を押印 し,登 録番 号 を印 字 して整 理課 に送付 す る。
この過程で,発 注 フ ァイルか ら当該 レコー ドの必要項 目が受入 フ ァイル に転記 され,発 注 フ ァイ
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ルのその レコー ドは消 去 され る。
継続歯書の処理
継続図書を受入れたときには,(シ リーズが完結 していない場合)そ の時点で 「次回配本」分の
～
注文書を発行し,継続図書の管瑞 こ役立てる。注文書にはシリーズ名を記入するので,継続発注の
た めにあ らためて入 力す る必要はない。注文書発行作 業は一般図書 と同 じであ る。
な お,全 巻構成,配 本順 な ど未定 の もの もあ るので,随 時,継 続図 書受入状 況 の調査 が必要 であ
る。
寄贈図書の処理
寄贈 され た単行書 については選 書委員会 に,薗 定 か簿外 かの判断 をあお ぐ。固定扱 いみ ものにつ
い ては一般書 同様 の受入処 理 をす るが,こ の場合 には,発 注 フ ァイルに レコニ ドがない ので,直 接
受入 フ ァイルに必 要事項 を入 力する ことにな る。
未納図書督促 リス トの作成
発 注後 一定期間(和 書 は1ヵ 月,洋 書は3～6カ 月)を 経過 して も納入 されな い ものについては,
毒 店別 に未紡 リス トを印刷 し,書 店 に督促 をす る。
発注 レコー ドに督 促 日を記録 して お く。
耳.整 理 システム
目録作成 業務 は,和 書 と洋書 に分 けて行 な うが,い ずれの場 合に も書誌 フ ァイルの形成 において,
MARC利 用 とオ リジナルカ タロギ ングの2つ の処理形態 が生 ずる。
従 来の カー ド目録 を廃止 し(機械 化前 の旧蔵書 のカー ド目録 は凍結 し,そ の まま利用 す る),COM
目録 の採用 を考 えてい る。 したが って,検 索は,旧 蔵書 については,カ ー ド日録 か ら行 なわれ,新
蔵 書につ いてはCOM目 録 とオ ンライ ンで検 索 が行 なわれ る。
,和書 自録 作成
和書 の書誌 レコー:一一ドの作成 にあたbて は,基 本的 にJAPAN-MARC(Jp-MARC)の記述 を取
76一 経 営 論 集 一
込 む ことを考 えて い るが周 知 の よ うv・JP-MARCには タ イム ラグがあ るので・新刊図 書受入整
理 の時点 でそれ を利用 す ることに をよあ ま り希望 を もてない・ 受入 図書の書誌 デー タがJP-MARC
に収録 され るまで その図書 の 目録作 業 を保留 し,閲 覧 に供 さない とい うの であれば・機械 化お よび
MARC利 用 の効果 が半減 して しま うか らで ある。
'そこで
,之 の計 画 では請 求記号の決定 を書誌 デー タ入 力か ら切 り離 して考 え,受 入 れ の時点で少
な く紬 請求記 号だけは すべてにつ・・て決定 して・すみやか 燗 覧 に供 す る ことを考 えた・
請求記号の決定
ここでは次 の5つ の場 合 が考 えられ,そ れぞれに異 な った処理 が行 なわれ る・
1)重 複 して い る場 合,つ まりすでに書誌 フ ァイルに レコー ドがあ るもの。
2).JP-MARCに 書誌 デー タがすでに収録 され てい る もの。
3)業 者MARCに 書誌デ ー タが収録 され:てい る もの。
4)受 入 れの時点 ではJP-MARCに 書誌 データが収録 されていない が・後 日収録 され る可能
性 のあ る もの。
5)MARCに 収録 され る可能 性の ない もの。
受入処理 の済 んだ図書 には登録 番 号が付 されてい るので,目 録作 業では まず・登録番号 を端 末機
'
よ り入 力ザ る。重複 してい る もの については,受 入 フ ァイルに その 旨が(請 求記 号)記 録 されてい
るので,そ の書誌 デー タをCRTに 表 示 す る・ そ こで副 本か否 かを確認 し・副 本扱い する ものは・
その指示 をロー カル フ ァイルに記 録 して 目録作 業 が完 了す る。重複 していな い ものについては・ ま
ずJP_MARCを 検 索す る。 ヒ ッ トすれば,Jp-MARC書 誌デ ー.タを検 討 して・書誌 フ ァイ
ル に取 込 む。請 求記号 を決定 して,そ れ を ローカル フ ァイルに記録 して,目 録作業 が完了す る。
つぎにJP-MARCに ヒ ッ トしなか った もの につ いて・受入 フ ァイル に業者MARCの.有 無が
記録 されて 、、るので,有 する ものにっし・て は,美 都ARCフ ・イ・は りその書誌デー タ をρRT
に表示 し,そ の分類番号 を参考 に しな が ら請 求記 号 を決定 す る。同時 に書誌記述部分 も採用 可能 で
あれば,そ れ を書誌 フ 。イル に取込 み,請 求言醒 を・一カル フ ・イル に記録 して 目録作 業 が完了す
るが,採 用不 可能 な場 合 には請 求記 号 を受入 フ ァイルに記 録 し,書 誌 フ ァイル,ロ ー カル フ ァイル
の記録 は保 留す る。
その他のものについては,独 自に分類作業を行ない請求記号を決定し,それを受入ファづルに記
録 す る。 それ と同時 に,JP-MARCに 収録 され る可能性 の有無 を判断 し,有 るものについては,
目録作 業 をそこで一時保留 するが,無 い もの につ いては・オ リジナル ・ワークを行 な ってデー タ 。
・一f図 書館機械化eg一一次案」について 一 一77
シー トを作成 し入 力(外 注)す る。
以上 の よ うに,受 入 れの暗 点では書誌 レコー ドが作成 されな い もの もあ るが,少 な く'とも請 求記
号は決 定 されるので,そ れ を標題紙 に記 入 して,そ の図書 を閲覧課,各 分館 に送付 する。
JP-MARC照 合
JP-MARCテ ープ を人 乳 た ら・受入 フ ・イル と照合 して・ ヒ ・ トし々 も.のにつV'鐙 録番
号 とJP-No.の リス トを打 ち出 し。書誌 フ ァイル,ロ ー カル フ ァイルへの書込 み を行 ない保留 さ
れていた 目録作業 を完了 させ る。
同時 に6カ 月経 過 して もJP-MARCに 収録 されなか った.ものにつ いては,当 該図 書 を閲覧課
あ るいは分館 よ り回収 して,あ らた'めて オ リジナル ・ワー ク を行 な う。
洋書 目録 作成
洋書 に関 す るMARC利 用 の方法 は今 日い くつ か考 え られ るが,こ の計 画で は,UTLAS'の 利
用 を想定 した。 その理 由は,費 用 の面 で難 点 があ るが,オ ンライ ン検 索 が可能 であ るこ と',ヒッ'ト
率 が相 当高い と予想 され ることな どで ある。
UTLAS検 索
UTLASへ は,公 衆 回線 を通 じて ア クセ スす るの で,'一・定 の時 間 帯 に1一 定 量 の図 書 を ま と め
て お い て作 業 を行 な う予 定 で あ る。
ISBN,LC-No・,Author・Titleな どに よ りUTLAS㊧ デ ー タベ ー スを検 索 す る・。 ヒ ッ
トした も.のの書 誌 デ ー タは フ ロ ッピー に収 録 す る。 この過 程 で,ヒ ッ トした図 書 と しな い図 書 とを
分 類 す る。
書誌77イ ル,ロ ー カル7ア イルへの入 力
ヒ ッ トした ものについては,フ ロッピー に収 録 したUTLASの デー タ と受 入 フ ァイルか ら必要
な事項 を取 込 み,分 類作業 を行 な って書誌 レコー ド,ロ ーカル レコー ドを作成 す る。 ヒ ッ トしな か
った もの につ いては,オ リジナル ・ワークに よ り目録原稿 を作 成 し,書 誌 フ ァイル,ロ ーカル フ ァ
イルに直 接入 力する。
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COM目録の作成
書誌 フ ァイル,ロ ーカル フ ァイルか ら,件 名,著 者名,書 名 の各 目録 を編集 レCOM目 録 を作
成 する。1カ 月か ら3ヵ 月の頻度 で累積版 を作 成 する。その間の受入図 書につい ては,新 着 図・書速
報 を検案 の手段 と して利用 す る。
新着図書速報の作成
週単位 で その期間 に受入 れた図書 について新着 図書速報 を印刷 し;利 用者 に提供 す る。 この速報
は,受 入 フ ァイルか ら作成 す るので,目 録作業 ガミ完 了 しない もの も含 まれ るが・著者名 ・書名・'請
求記号 な ど利用者 が検 索手段 として利用 するのには,充 分使用 に耐 え うる もの と考 えてい るご
原簿 作 成
受 入済 の図謝 ・ついて譜 誌 フ・イ・レ・ ・一 力・レフ ・イルに記録 す:る艮寺点 で購 フ ・イルへの記
録 も行な う。
C.閲 覧 システム
本学 には現在約90万冊 の蔵 書(旧 蔵書 と呼 ぶ)が あ り,機 械化 にあた って これ らをすべて書誌 フ
ァイル,ロ ーカル フ ァイルに記録 す ることは不 可能 ではないに して も,現 実的 では ない。 そ こで し
ば らくのあいだ これ ら購 書につ ・・ては カー ド購 をその まま利 用 す る・.ただ し・和 書 につや'ては・
国会図 書館 が1969年まで さかのぼ って,MARCへ 収録 する計 画 をた ててい る の で・ そ れ ら の
MARCが 入 手で きた段階 で,書 誌 デー タの取 込み を逐 次進 めてい く予定 でい る。洋 書 につ いて も,
年 次計 画で1969(あるいは1968)年以降 の ものを入 力す る予定 であ るが,そ の際のLC-MARC
あ るい はUTLASな どの利 用方法 も調査検討 してい る。
また漸 搬 入鵬 に眼 瑛 理で醐 番号をバニコード化して附 す翻 ・購 都 のバーコ
ー ドの貼付 をど うす るかの問題がの こる。バー コー ドの利 用 を貸 出 ・返却業務 のみに限 るな らば・
動 きのあ った図書 につい てその都度貼付 する ことも可能 であ るが,蔵 書点検 に も使用 す る場合 には,
機械化 移行時 に全蔵書 に貼付 しな ければな らない。 この作 業 が どめ程度 にな るのか調査 してい るが,
その結 果 を まって決定 す る。 い ずれの方法 をとるに して も,旧 蔵書につ いては;登 録番号 ではな く・
新 らたに一連番 号 を付 し,そ の番号に請求記 号 を対応 させたテーブル を コ ンピ ュー タ内につ くって
一 一「図書館機械化第一次案」について 一79
お く。
つ ぎに検索 の トール としての 目録 の形態 であ るが,新 蔵書 につ いては機械化 に よ りオ ンライ ン検
索が可能 になるわ けであるが,カ ー ド目録 か ら一足 とびに オ ンライ ン検索へ移行 す ることには,図
書館 の職 員 のなかに も,利 用者のな かに も不安 を感 ず る人達 があ る。カー ド・システムか らの脱 却
が先進諸 国の一般的傾 向であ るので,い ずれカー ドレスの時代 が到来 す るであろ うが,'たとえば利
用者 がオ ンライ ン検 索に完全 に慣 れ るまでには,あ る程度 の時 間 を要 す るのではないか と考 えられ
る。 そ こで,あ る期間,機 械編集 による冊子体 目録あ るいはCOM'目録(ComputerOutputM三一
croform)を用 意す ることが考 えられ る。COMはReaderを 用意 すれば,Microfiche自体 は き
わ めて廉価 で作成 で きるので,累 積版 を頻繁に更新 す るのには便 利で ある。ただ欧 文 につ いてはす
で に実用化 し,欧 米 では広範 に利 用 され ているので問題はない が,漢 字情報 につ いては実用 に耐 え
うるものがあ るか ど うか調 査の段階 であ る。
その他,外 部 デー タベー スのオ ンライ ン検 索サー ビス(有償),研究者 の希望 する 目録 カー ドの印
刷,Inter:Library:Loanなども考慮 してい る。 ・
配 架
閲覧課 お よび各分館 には請求記号決定済 みの図書 が届 け られ る。 それ らの図書 には登録番 号が付
され ているので,そ れ・を端末機 よ り入 力す ると請求記 号 と開 ・開架 の指示 がデ ィスプ レイされ る。,
それを確認 して図書 ラベルを作成 し,貼 付 して配架 する。
利用者 が購入 申請 した図書 忙ついては,受 入 連絡票 を もって 申請者 に貸 出可能で あ ることを通知
す る。その図書は予約 本扱い と し,一 定 期間 予約 棚に置 く。
貸 出
開架図書 の場 合には,利 用者 は図 書 とIDカ ー ドを窓 口に提出 する。窓 口ではそれ らのバー コー
ドを走査 して,貸 出 ・返却 フ ァイル に記録 する。
開架図書の場 合 には,利 用 者は図書請求票 に必要事項 を記 入 し,窓 口に提出す る。窓 口では端未
機 か ら貸出中か否 かを調 べる。貸出 中でな ければ書庫 内よ り取 り出 して くる。 その後 の処理 は開架
の場合 と同 じである。貸出中の場合 には,利 用者 の希望 によ り予約 するこ とがで きる。予約 の とき
には,図 書請求票 に予約番号 を記入 し,そ れ を予約 票 として利用者 に渡 す。 その とぎに,予 約 フ ァ
イル にIDコ ー ドと請求記号,登 録番号が記録 され る。
なお貸 出冊数,貸 出期間 な どの規則 を守 らない利 用者 が新 らた に貸 出を希望 して きた場合 には,
80一 一 経 ・営 論 ・集 一
IDコ ー ドを走査 した ときに,そ の 旨がCRTに 表示 され る。
逼.却
返却処理 は返却 された図書 のバ ー コー ドを走査 するだけで よい・ これに よ り貸出 ・返却 フ ァイル
の当該 レコ〒 ドが消 去 され る。 それ と同時 に,予 約 フ ァイルを検索 し,予 約 があれば,予 約 図書返
却通知票 を打 ち出すので,そ れを予約者 に送 り,図 書 は予約棚 に置 く。
な お1予 約 通知後1週 間経過 して も貸 出請 求 がな か った場合 には,予 約 を解 除す るb
返却督促 リス ト作成
返却期限 まで に返却 されな い ものにつ いては;貸 出 ・返却 フ ァイル よ り学部別 の返却督促 リス ト
を印刷 して掲示 す る。
情報検 索サー ビス
利 用者 の申出 によ け,公 衆 回線 を使 って外 部 の二次情報検 索サー ビスを行な う。本格的 には学術
情報 ネ ッ トワー クの実 現 を待 たな ければ な らない が・ 差 当 りJICST・DIALOGなどのデ ー タベー
ス検索 を考慮 してい る。
今後,学 術 情報 を提供 す る媒体 は多様 化 して ゆ くもの と予想 され るがジ それ らの流 れに対処 する
た めの第一歩 にな るであ ろ う。
なお,学 内の書誌 フ ァイル,ロ ーカル フ ァイルについては,将 来,閲 覧,雑 誌 セ ンター,各 分館
お よび各地 区 の研究 室に端末機 を設 置 し,利 用者 が オ ンライ ン検 索 でぎるよ う配慮 してい る・
目録 カー ド ・サ ー ビス
研 究者 か らの申出に よ り,個 人 用の 目録 カー ドを作成 して提供 す る。 あ らか じめ特 定分野(主 題,
著者 な ど)に ついて予約 を受けておいて,該 当す る資料 を受入 れ た ときにそれ らの 目録 カー ドを作
成 し提供 す るこ ともで きる。
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夏hterLibraryLoanサー ビ ス
図書館間の相互貸借(複写による文献提供を含む)リクエス トのやりとり,利用状況把握などの
業務を対象とする。
相互貸借は現在はあまり利用されてないが今後相当普及するものと予想されるので,適 当な時期
に機械化する。
そ の 他
蔵書点検,欠 本,除 籍,廃 棄,復 籍 な どの処 理 も計 画に含 まれてい るが ここでは省略 す る。
D.雑 誌 シ ステム
この システ ムは雑誌,新 聞 のほか,年 鑑,白 書,統 計書,紀 要,報 告書 な ど,い わゆ る'「逐次刊
行物」扱 いの資料 を処理 す る。
雑 誌,新 聞 に関 しては,各 分館 が,選 書,カ レン トものの仮受入,製 本発注な どの作 業 を行ない,
契約 発注・雑誌書誌 フ ァイルの更新,製 本済 の もの の受入整理 の業務 は,中 央本館 に新設 され る雑
誌 セ ンター が行 な う。
雑誌 システ ムについて も,概 要設計 を行な ったが,残 された紙幅 も少 な くな ったので本稿 では割
愛 し,あ らため て説明す る機 会 を持 らたい。予定 では,本 年(1983)4月か ら,第1段 階 として,
雑誌 システムの開発に と りか か ることにな って い るので,次 回には詳細 な報告 がで きるので はな い
か と考 えてい る。
お わ り に
以上 システ ムの概 要 を述 べて きたが,紙 幅 の関係 で フローチ ャー トやフ ァイル構成 な どを省略 せ
ざる をえなか ったので,理 解 しに くい点 があ った ことをおわ び した い。
全 国的な学術情報 のネ ッ トワー クが実現 の方向に あ るときに,個 別 大学図書館 の機械化 は どうあ
るべ きか,慎 重 に考 えねば な らぬ問題 であ る。 ただ,こ の計 画立案 にあた って感 じた ことは,ネ ッ
トワー クの実現 を待 てば,個 別大学図 書館 もな かば 自動的 レヒ,容易 に機械化 され ると機侍 してい る
とすれば,機 待は ずれに終 るだ ろ うとい うことで ある。 つ ま り,ネ ッ トワー クに参加 す るた めには
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個別図書館が独自に解決 しなければならない数多くの問題がある。そうした意味でも個別図書館の
機械化への努力があってはじめて学術情報システムも成功するものと考えるものである。
